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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期
第１四半期
連結累計期間

第28期
第１四半期
連結累計期間

第27期

会計期間
自2017年４月１日
至2017年６月30日

自2018年４月１日
至2018年６月30日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

売上高 (千円) 19,746,505 19,679,689 80,049,760

経常利益 (千円) 348,930 453,233 1,092,858

親会社株主に帰属する四半

期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）

(千円) 53,768 216,360 △889,974

四半期包括利益又は包括利

益
(千円) 70,656 197,849 △820,487

純資産額 (千円) 14,185,410 13,300,109 13,307,733

総資産額 (千円) 50,413,965 47,646,630 47,882,293

１株当たり四半期純利益金

額又は１株当たり当期純損

失金額（△）

(円) 2.62 10.53 △43.31

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 27.9 27.6 27.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第27期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純

損失金額であるため記載しておりません。

４．第27期第１四半期連結累計期間及び第28期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、「事業活動を通じての社会への貢献」、「全従業員の物心両面

の幸福の追求」を経営理念とし、中古書籍等の小売店舗「BOOKOFF」や、「BOOKOFF」を中心に様々なリユース商

材を集めた大型複合店「BOOKOFF SUPER BAZAAR」、「BOOKOFF」にアパレル商材を複合させた「BOOKOFF PLUS」等

のリユースを切り口とした小売店舗の運営及びフランチャイズ事業を行っております。また、書籍・ソフト等の

ECリユースショップ「BOOKOFF Online」の運営及び大手百貨店内で富裕層向け買取サービス等を行うハグオール

の運営を行っております。

 

　当第１四半期連結累計期間において、各部門に関わる事業内容の変更と主要な関係会社における異動は以下の

とおりであります。

 

（リユース店舗事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（ブックオフオンライン事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（その他）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生はありません。前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」のうち、「⑤株式の希薄化について」は2018年７月31日に第１回無担保転換社債型新株

予約権付社債の繰上償還を行ったためリスクより除外いたします。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当社グループは創業時より「事業活動を通じての社会への貢献」と「全従業員の物心両面の幸福の追求」の２つ

を経営理念としております。このたび当社グループが２年後に30期目を迎えるにあたって中期経営方針を策定いた

しました。この方針の中で改めて経営理念に立ち返り、私たちのミッションとして「多くの人に楽しく豊かな生活

を提供する」を掲げました。

　このミッションに基づき、拡大するリユース市場の中で私たちの強さを活かし、「本を中核としたリユースの

リーディングカンパニー」として、世の中の変化に対応して最も多くのお客様がご利用されるリユースチェーンと

なることを目指します。

　そのための基本戦略として次の２つを掲げてまいります。

 

基本戦略Ⅰ：個店を磨く

　店舗型とネット型それぞれのリユースサービスを磨き上げることが、最も多くのお客様にご利用いただけるリ

ユースのリーディングカンパニーとなるための出発点と考え、各パッケージ・サービスに応じた磨き込みを行いま

す。

 

基本戦略Ⅱ：総力戦で取り組む

　これまでの当社グループは店舗と店舗以外の事業がそれぞれ個別にサービスを提供していましたが、今後は会員

制度や販売・買取のプラットフォーム、それらを支えるシステム等を統合し共通化してまいります。そして、各

サービスで蓄積された会員・商品情報、運営ノウハウ等の資産を全てのサービスで活用いたします。これらを実現

するのが「ひとつのBOOKOFF」構想です。

 

　このような経営方針の下、当第1四半期はリユース店舗事業において各店の地域特性に応じた取扱い商材の追加推

進やマレーシアでの「Jalan Jalan Japan」3号店の出店他、ブックオフオンライン事業において物流倉庫内業務の

効率化推進等に取り組みました。また、「ひとつのBOOKOFF」構想の第一歩としてブックオフオンラインとブックオ

フ店舗の会員ID統合とブックオフ公式アプリのリリースを実施しました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高19,679百万円（前年同四半期比0.3%減）、営業利益

243百万円（前年同四半期比11.1%増）、経常利益453百万円（前年同四半期比29.9%増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益216百万円（前年同四半期比302.4%増）となりました。

　各セグメント別の売上状況は以下のとおりです。

 

（リユース店舗事業）

　当セグメントの第１四半期連結累計期間業績は、売上高17,510百万円（前年同四半期比1.6%増）となりました。

　当第１四半期連結累計期間の出店は、グループ直営店１店舗となりました。（閉店はグループ直営店２店舗、FC

加盟店８店舗）

　「BOOKOFF」既存店においてソフトメディア等の売上高が増加した他、前連結会計年度に実施した大型複合店舗の

出店や、前連結会計年度に㈱マナス、BOK MARKETING SDN.BHD.を連結子会社化したこと等で増収となりました。

 

（ブックオフオンライン事業）

　当セグメントの第１四半期連結累計期間業績は、売上高1,835百万円（前年同四半期比16.7%増）となりました。

　ECサイトでの販売が好調に推移したこと、前連結会計年度にヤフーショッピング、アマゾン等販売チャネルの拡

充を推進したことにより増収となりました。

 

（その他）

　当セグメントの第１四半期連結累計期間業績は、売上高334百万円（前年同四半期比1.9%増）となりました。（閉

店はグループ直営店１店舗）
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　なお、当社グループの売上高は前年同四半期比0.3%減となりましたが、前連結会計年度にハグオール事業で運営

していた催事販売を撤退したことが主な要因です。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

（５）財政状態の分析

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っており

ます。

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は31,003百万円（前連結会計年度末は30,762百万円）とな

り、241百万円増加しました。商品が249百万円増加、現金及び預金が111百万円増加した一方で、受取手形及び売掛

金が150百万円減少したことが主な要因です。

 

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は16,643百万円（前連結会計年度末は17,120百万円）とな

り、476百万円減少しました。有形固定資産が310百万円減少、無形固定資産が10百万円減少、繰延税金資産の減少

等で、投資その他の資産が155百万円減少したことが主な要因です。

 

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債残高は34,346百万円（前連結会計年度末は34,574百万円）となり、228

百万円減少しました。法人税、配当金の支払い等の資金需要に対し銀行借入で対応したため、借入金が751百万円増

加した一方で、法人税等の納付により未払法人税等が487百万円減少、賞与の支払いにより賞与引当金が176百万円

減少、買掛金が134百万円減少したこと等が主な要因です。

 

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産残高は13,300百万円（前連結会計年度末は13,307百万円）となり、7

百万円減少しました。親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した一方で、剰余金の配当を実施したこと、為替

換算調整勘定が減少したこと等が主な要因です。
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３【経営上の重要な契約等】

＜単独株式移転による持株会社の設立について＞

当社は、2018年５月15日開催の取締役会において、2018年10月１日（予定）を期日として、当社単独による株式移

転により純粋持株会社（完全親会社）である「ブックオフグループホールディングス株式会社」を設立することを決

議し、2018年６月23日開催の定時株主総会において承認されました。

 

(1)本株式移転の目的

　当社が属するリユース業界を取り巻く環境は、競合他社による相次ぐ事業立ち上げやフリマアプリに代表され

るCtoCサービスやネット型BtoCサービスの拡大等、様々な要因により急速に変化しております。

　そのような環境の中、書籍・CD・DVD・ゲーム・家電・アパレル・スポーツ用品・ベビー用品・雑貨など様々

なジャンルのリユースを通じた循環型社会の実現のため、「グループの総合力を活かした仕入の最大化」ならび

に「店舗ならびにインターネットを通じた最大の販売効率の追求」を推進しております。

　このような状況を踏まえ、当社におきましても今後、多様化する顧客ニーズへの対応、さらなる業務効率の改

善、国内市場での大幅な競争力アップを実現するため、経営体制を見直し、変化が著しいリユース業界に対応し

た事業再編の機動性及び柔軟性を確保すると共に、スケールメリットを活かした経営を行うことで、早期の収益

安定化ならびに企業価値の更なる向上を目指して参りたいと考えております。

　上記を実現させるために、迅速かつ柔軟な経営判断ができる体制を構築するとともに、グループ各社の採算性

と事業責任の明確化を図ることが不可欠と考え、2018年10月１日に株式移転により当社の完全親会社となる持株

会社を設立し、純粋持株会社体制へ移行することと致しました。

　新たに設立する純粋持株会社では、出店計画や事業モデル開発等の経営戦略策定及び出店資金の調達や業態開

発における人材等の適切な配置を行うことで、グループの経営資源を適切に配分し、経営の効率化を図って参り

ます。

　なお、本株式移転により、当社は持株会社の完全子会社となるため、当社株式は上場廃止となりますが、持株

会社は株式会社東京証券取引所（以下「東京証券取引所」といいます。）市場第一部に上場申請を行うことを予

定しております。上場日は東京証券取引所の審査によりますが、持株会社の設立登記日（本株式移転効力発生

日）である2018年10月１日を予定しております。

 

(2)本株式移転の方法、株式移転に係る割当ての内容（株式移転比率）、その他の株式移転計画の内容

①株式移転の方法

　当社を株式移転完全子会社、持株会社を株式移転設立完全親会社とする単独株式移転です。

 

②株式移転に係る割当ての内容

 
ブックオフグループホールディングス株式会社
（株式移転設立完全親会社・持株会社）

ブックオフコーポレーション株式会社
（株式移転完全子会社・当社）

株式移転比率 1 1

（注）１．株式移転比率

　本株式移転が効力を生じる時点の直前時における当社の株主名簿に記載または記録された当社の株

主の皆様に対し、その保有する当社の普通株式１株につき、設立する持株会社の普通株式１株を割当

交付いたします。

２．単元株式数

　持株会社は、単元株制度を採用し、１単元の株式数を100株といたします。

３．株式移転比率の算定根拠

　本株式移転は、当社単独の株式移転によって完全親会社１社を設立するものであり、株式移転時の

当社の株主構成と持株会社の株主構成に変化がないことから、株主の皆様に不利益を与えないことを

第一義として、株主の皆様が保有する当社普通株式１株に対して持株会社の普通株式１株を割り当て

ることといたします。

４．第三者機関による算定結果、算定方法及び算定根拠

　上記３の理由により、第三者機関による株式移転比率の算定は行っておりません。

５．株式移転により交付する新株式数

　22,573,200株（予定）

　ただし、本株式移転の効力発生に先立ち、当社の発行済株式総数が変化した場合には、持株会社が

交付する上記新株式数は変動いたします。なお、当社が保有する自己株式のうち、実務上消却可能な

範囲の株式（本株式移転に際して行使される会社法第806条第1項に定める株式買取請求権の行使に係

る株式の買取により取得する自己株式を含みます。）については、本株式移転の効力発生に先立ち消

却する予定であり、持株会社の普通株式は割当交付されません。
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③その他の株式移転計画の内容

本株式移転の日程

定時株主総会の基準日 2018年３月31日

株式移転計画承認取締役会 2018年５月15日

株式移転計画承認株主総会 2018年６月23日

上場廃止日 2018年９月26日（予定）

持株会社設立登記日（効力発生日） 2018年10月１日（予定）

持株会社上場日 2018年10月１日（予定）

ただし、本株式移転の手続進行上の必要性その他の事由により日程を変更することがあります。

 

(3)本株式移転の後の株式移転設立完全親会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資

産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 ブックオフグループホールディングス株式会社

本店の所在地 神奈川県相模原市南区古淵二丁目14番20号

代表者の氏名 代表取締役　堀内　康隆

資本金の額 100百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 グループ会社の経営管理及びそれに付帯する業務
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（2018年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年８月13日）

上場金融商品取引所名ま
たは登録認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 22,573,200 22,573,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 22,573,200 22,573,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

2018年４月１日～

2018年６月30日
－ 22,573,200 － 3,652,394 － 3,846,183

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2018年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

2018年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,025,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,534,300 205,343 －

単元未満株式 普通株式 13,200 － 　単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 22,573,200 － －

総株主の議決権 － 205,343 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年３月31日現在
 

所有者の氏名または
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ブックオフコーポレー
ション㈱

神奈川県相模原市
南区古淵二丁目14
番20号

2,025,700 － 2,025,700 8.97

計 － 2,025,700 － 2,025,700 8.97

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,860,355 13,971,888

受取手形及び売掛金 1,488,764 1,338,756

商品 12,949,201 13,198,219

その他 2,465,649 2,496,119

貸倒引当金 △1,761 △1,485

流動資産合計 30,762,210 31,003,498

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,030,287 3,809,365

リース資産（純額） 1,587,494 1,490,040

その他（純額） 893,256 900,834

有形固定資産合計 6,511,038 6,200,239

無形固定資産   

のれん 138,218 131,520

その他 1,165,461 1,161,308

無形固定資産合計 1,303,680 1,292,828

投資その他の資産   

差入保証金 7,940,492 7,931,772

その他 1,439,330 1,294,769

貸倒引当金 △74,458 △76,479

投資その他の資産合計 9,305,364 9,150,062

固定資産合計 17,120,082 16,643,131

資産合計 47,882,293 47,646,630
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 452,354 317,644

短期借入金 5,386,680 6,900,000

1年内返済予定の長期借入金 4,966,884 4,378,537

1年内償還予定の新株予約権付社債 7,700,000 7,700,000

リース債務 388,181 358,272

未払法人税等 666,342 179,080

賞与引当金 298,246 121,444

売上割戻引当金 680,369 668,006

株主優待引当金 90,683 79,144

店舗等閉鎖損失引当金 55,389 75,561

その他 4,065,439 3,999,071

流動負債合計 24,750,570 24,776,761

固定負債   

長期借入金 6,268,059 6,094,689

店舗等閉鎖損失引当金 35,087 31,579

資産除去債務 1,785,050 1,791,899

リース債務 1,306,364 1,232,313

その他 429,428 419,278

固定負債合計 9,823,989 9,569,759

負債合計 34,574,559 34,346,521

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,652,394 3,652,394

資本剰余金 4,192,922 4,192,922

利益剰余金 6,605,076 6,615,963

自己株式 △1,255,575 △1,255,575

株主資本合計 13,194,817 13,205,704

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 81,345 75,517

為替換算調整勘定 △110,021 △125,919

その他の包括利益累計額合計 △28,676 △50,401

非支配株主持分 141,592 144,806

純資産合計 13,307,733 13,300,109

負債純資産合計 47,882,293 47,646,630
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 19,746,505 19,679,689

売上原価 8,021,888 7,940,907

売上総利益 11,724,616 11,738,781

販売費及び一般管理費 11,505,343 11,495,102

営業利益 219,273 243,679

営業外収益   

持分法による投資利益 3,486 －

設備賃貸収入 4,242 69,665

自動販売機等設置料収入 31,985 28,015

古紙等リサイクル収入 99,010 97,959

投資事業組合運用益 － 78,636

その他 49,220 61,963

営業外収益合計 187,946 336,240

営業外費用   

支払利息 44,619 39,656

持分法による投資損失 － 2,293

設備賃貸原価 1,214 64,729

その他 12,455 20,005

営業外費用合計 58,288 126,685

経常利益 348,930 453,233

特別利益   

固定資産売却益 － 61,192

負ののれん発生益 20,476 －

特別利益合計 20,476 61,192

特別損失   

投資有価証券評価損 1,322 －

店舗等閉鎖損失引当金繰入額 2,351 26,309

固定資産除却損 2,955 10,655

減損損失 86,380 33,110

特別損失合計 93,009 70,075

税金等調整前四半期純利益 276,397 444,351

法人税、住民税及び事業税 90,225 78,442

法人税等調整額 127,049 145,851

法人税等合計 217,274 224,294

四半期純利益 59,122 220,056

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,354 3,695

親会社株主に帰属する四半期純利益 53,768 216,360
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益 59,122 220,056

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 19,048 △7,499

為替換算調整勘定 △6,865 △16,334

持分法適用会社に対する持分相当額 △649 1,626

その他の包括利益合計 11,533 △22,207

四半期包括利益 70,656 197,849

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 65,465 194,635

非支配株主に係る四半期包括利益 5,191 3,214
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行10行と当座貸越契約を締結しております。この契約に基

づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2018年６月30日）

当座貸越極度額の総額 9,740,008千円 10,356,664千円

借入実行残高 4,933,344 6,500,000

差引額 4,806,664 3,856,664

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

減価償却費 447,582千円 388,505千円

のれんの償却額 22,614 18,807

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2017年６月24日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 205,474 10 2017年３月31日 2017年６月26日

（注）配当金の総額には、連結子会社が保有する当社普通株式に対する配当金が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2018年６月23日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 205,474 10 2018年３月31日 2018年６月25日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
リユース店舗

事業

ブックオフ

オンライン

事業

ハグオール

事業
計

売上高         

外部顧客への売上高 17,233,085 1,572,575 612,368 19,418,029 328,475 19,746,505 － 19,746,505

セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,803 323,177 188,273 521,253 84,680 605,934 △605,934 －

計 17,242,888 1,895,753 800,641 19,939,283 413,155 20,352,439 △605,934 19,746,505

セグメント利益又は損失

（△）
899,160 90,465 △222,677 766,948 △38,290 728,657 △509,384 219,273

（注）「その他」は、当社グループ直営の新刊書店の運営、各事業の店舗の内外装工事の企画・設計施工及びブック

レビューコミュニティサイトの運営等を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 766,948

「その他」区分の利益 △38,290

セグメント間取引消去 4,264

全社費用（注） △513,648

四半期連結損益計算書の営業利益 219,273

（注）全社費用は、主に当社の管理部門等に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「リユース店舗事業」及び「ブックオフオンライン事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損

益が継続してマイナスの店舗で、今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗及び使用範囲の変更によ

り回収可能価額を著しく低下させる変化があった店舗及び設備について、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

　当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては86,380千円であり、セグメントごとの

減損損失の計上額は以下のとおりです。

　「リユース店舗事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、3,561千円であります。

　「ブックオフオンライン事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、78,100千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

　当第１四半期連結累計期間において、「リユース店舗事業」セグメントで㈱マナスを取得したことによ

り、負ののれん発生益を20,476千円計上いたしました。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）２
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
リユース店舗

事業

ブックオフ

オンライン

事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 17,510,026 1,835,016 19,345,042 334,647 19,679,689 － 19,679,689

セグメント間の内部売上高

又は振替高
21,149 525,674 546,823 103,329 650,152 △650,152 －

計 17,531,175 2,360,690 19,891,866 437,976 20,329,842 △650,152 19,679,689

セグメント利益又は損失

（△）
764,456 41,420 805,877 △21,637 784,240 △540,561 243,679

（注）１．前連結会計年度において「ハグオール事業」セグメントを廃止したことにより、報告セグメントから除外

しております。

２．「その他」は、当社グループ直営の新刊書店の運営、各事業の店舗の内外装工事の企画・設計施工及び

ブックレビューコミュニティサイトの運営等を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 805,877

「その他」区分の利益 △21,637

セグメント間取引消去 26,595

全社費用（注） △567,157

四半期連結損益計算書の営業利益 243,679

（注）全社費用は、主に当社の管理部門等に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「リユース店舗事業」及び「ブックオフオンライン事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損

益が継続してマイナスの店舗及び設備で、今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗及び設備、使用

範囲の変更により回収可能価額を著しく低下させる変化があった店舗及び設備について、帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

　当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては33,110千円であり、セグメントごとの

減損損失の計上額は以下のとおりです。

　「リユース店舗事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、27,411千円であります。

　「ブックオフオンライン事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、5,699千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2円62銭 10円53銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
53,768 216,360

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
53,768 216,360

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,547 20,547

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（転換社債型新株予約権付社債の繰上償還）

　当社は、2018年７月24日開催の取締役会において、下記の転換社債型新株予約権付社債の全額について繰上償還

を行うことを決議し、2018年７月31日に繰上償還を行いました。

 

(1)繰上償還の目的

　当社は、2018年10月１日（予定）を期日として、当社を株式移転完全子会社とする単独株式移転の方法により

純粋持株会社（完全親会社）を設立する予定ですが、当社の2018年３月期決算において本社債の発行要項にて規

定されている営業利益を指標とする新株予約権の行使条件が達成されず、本社債の満期（本年12月末日）までの

間に新株予約権の行使がなされないまま本社債が当該満期に償還される見込みとなったことを踏まえ、本社債の

社債権者との間の合意により、当該株式移転の効力発生に先立ち、本社債の繰上償還を行いました。

 

(2)繰上償還する銘柄

ブックオフコーポレーション株式会社第１回無担保転換社債型新株予約権付社債

 

(3)繰上償還額

7,700,000千円

 

(4)繰上償還金額

額面金額100円につき金100円

 

(5)償還のための資金調達の方法

自己資金より充当

 

(6)社債の減少による支払利息の減少見込額

本社債には利息が付されていないため、減少見込額はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
   

 

   2018年8月13日

ブックオフコーポレーション株式会社　

取　締　役　会　　　　　御中
   

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 岡 　本 　健 一 郎 　　 印

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 阪 　田 　大 　門 　　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているブックオフコーポ

レーション株式会社の2018年4月1日から2019年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2018年4月1日か

ら2018年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2018年4月1日から2018年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ブックオフコーポレーション株式会社及び連結子会社の2018年6月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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